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河合弘之弁護士の講演と「日本と再生 光と風のギガワット作戦」上映 

ドキュメンタリー映画（河合弘之製作・監督） 

  

「子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの 

転換をめざす女性ネットワークみやぎ(略称女性ネットみやぎ）」は、 

2012年に結成され、５年経過しました。 

■原発事故による放射能汚染被害はいまだに・・・・ 

■子どもたちを守る、課題をあと送りしない 

■女川原発再稼動 STOP、再生可能エネルギーへの転換を！ 

原発事故による放射能被ばくによる健康被害は、福島で甲状腺がんと疑いの子ども（当時５才～18 才）の検査で、さら

に増えています。 

検査で経過観察とされた後、別の医療機関でがんが見つかった患者については把握困難として報告されていません。宮城県

丸森町でも甲状腺がんが確定して手術された方もおり、北茨木市にも３人いました。 

福島原発事故によって放出された放射能汚染廃棄物は、この宮城県にも、の処分や管理については、いまだに方向が定まら

ず、住民の思いはなかなか届きません。原発がなくても生活できることは、この６年余の経験で実感してきました。 

日本でも、さまざまな自然エネルギーの発電を進めることにより、原発ではないエネルギーを活用して地域も経済も再生できる

 

女川原発再稼動をめぐる新たな県民運動についての相談会 1月27日 

■女川原発の2018年度後半再稼動は許さない！ 
  東北電力は、2018年度の後半には再稼働させたい、と 
準備を進めていますが、河北新報社の調査では「県民６割 
以上が再稼動に反対」と意思表示しています。 
いったん事故が起きたら、県民の暮らしを壊し、故郷を奪 

いとり、計り知れない被害を与える原発の再稼働については、
住民の意向をしっかり聞いてことから決めるべきです。 
 東北電力は、福島原発事故から何を学んで「再稼動」を決
めたのでしょうか？福島と同じタイプの女川原発が、事故の原
因究明や事故への対応など、事故から学んで新たな補強や安
全対策を進めているのでしょうか？ 
 女川原発は、3・11 の地震以前にも、想定以上の地震に何
度も襲われており、機器や配管、建屋にもさまざまなダメージを
受けていて、東日本大震災では、牡鹿半島の地盤が１ｍも
沈下し、ずれや移動が生じています。こんなにキズだらけの被災
原発が原子力規制委員会の安全審査をやすやすとくぐれると
は思えません。この委員会の「適合性審査」を 
通っても、地元の理解が得られなければ、再稼動とはなりませ
ん。県知事や女川・石巻の意向を聞けば、再稼動できるなん
てとんでもありません。事故が起きれば、県内各地に多くの問題
が降りかかる女川原発再稼動について、県民の意見を訊いて
から、知事は判断すべきです。新潟の知事のように、福島事故
の究明がされなければ、次に進めないことは、当然です。 
 

 

■再稼動の是・非は県民投票結果を受けて・・・ 
県内の原発や放射能問題でこれまで運動してきた皆さんや

代表の方が一堂に集まり、女川原発をめぐる 2018 年の新た
な運動の進め方について、相談会がありました。2 度にわたる
相談会では、県民すべてが意思表示できる女川原発の再稼
働の是・非を問う県民投票を実施するように求めて、直接請求
運動にとりくむことを決めました。 
 県民投票の実施を求める直接請求運動は、有権者の 50
分の 1以上署名（・自書で・生年月日・ハンコ or拇印）が必要で
す。署名集めをする受任者や請求代表者などの制限もありま
すが、原発に賛成の方も反対の方も、署名することができます。 
  知事がこの県民意見を受け止める状況を作っていくことため
です。開始時期は未定ですが、準備は進めることになりました。 

  

 

 福島原発事故から 7年が過ぎようとしています。 

いのちと暮らし、住まいやふるさとを奪われ、いまだにもとに戻れない状態が

残っています。心も身体もまだまだ元の位置に戻っていません。 

福島はもちろん宮城・岩手・関東圏にまで広くまき散らされた放射能に

よる汚染は、いまだに不安を解消させないままです。 

いったん事故が起きたら、とんでもない惨禍を引き起こす原発は、再稼

動ではなく、廃炉しかありません。 

「３・25 さよなら原発！2018 in みやぎ」集会に、お誘い合わせて

ご参加ください。STOP!女川原発再稼動の声を市中に響かせましょう！ 

 

mailto:housyanoujoseinet@hotmail.co.jp


    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 

女川原発再稼動 STOP！放射能汚染ゴミ焼却反対！さらに強く大きな声をあげよう！ 
 
◆脱原発デモ・金曜デモなど 
＊旧古川地域：大崎 demo金曜デモ・毎週金曜 17時半 ・あさひ中央公園集合後デモ 
＊塩釜地域：塩釜きん発デモ・金曜 17時半集合・下馬駅裏宮城民医連事業協前 17 時 45分デモ出発 
＊岩沼市:「原発ゼロ戦争させない岩沼歩き隊」毎月第 3金曜日 14時岩沼駅東口広場で集会後デモ 
＊仙台長町地域：第3水曜0時半～原発も戦争も NO！たいはくアクション：仙台長町・蛸薬師境内集会後デモ 
＊仙台中央部：脱原発みやぎ金曜デモ（女川原発再稼働するな！子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ） 

         3/2(金) 3/9(金) 3/16(金) 3/30(金) 勾当台公園野音 18時集合 18時半デモ出発 
3/25(日)さよなら原発2018inみやぎ勾当台公園野外音楽堂14:00集会、15:00デモ出発予定  

 
◆3月2日(金)18時半～みやぎ弁護士9条の会講演会「憲法9条のもとで考える自衛隊と日本の姿」於・仙台市民会館地下展示室  

講師：柳澤協二氏（元防衛研究所所長・現NPO国際地政学研究所理事長）無料 主催：みやぎ弁護士9条の会                        
◆3月3日（土）12時～３・３ピースアクションみやぎ集会➜13時～ピースパレード 於・錦町公園 主催：「女の平和」ピースアクションみやぎ 

◆3月5・15・25日12時~13時「女の平和」ピースアクションみやぎ 街頭宣伝・署名行動 フォーラス前 
◆3月7日(水)13時半～女性ネット学習会「生協の再生可能エネルギー、電力小売り事業のとりくみ」  参加費無料 

     講師：みやぎ生協矢野敏昭さん（コープ東北サンネット事業連合エネルギー事業本部本部長）於・フォレスト仙台501(５F）     
◆3月8日(木)18時15分～3・8国際女性デー宮城県集会「草の根の運動が歴史を動かした。そしてこれから~核兵器禁止条約採択」講

師：和田征子さん 於・エルパーク仙台５F  主催・実行委員会 参加費500円 
◆3月18日(日)11時～「止めよう！戦争への道 安倍9条改憲NO!安保法制廃止！3・18緊急集会」 於・仙台市錦町公園 
                                        ゲストトーク：川井貞一さん(元白石市市長) 
◆3月22日(木)13時半~16時「一からわかる安倍首相の9条改憲案～自衛隊のこれまでと、これから」 
                           講師：草場裕之弁護士 於・市民活動サポートセンター６F 参加費300円 
◆3月25日(日)14時～「さよなら原発2018inみやぎ」集会 15時～デモ 勾当台公園野外音楽堂 主催：実行委員会 
◆3月31日(土)14時～文化と講演のつどい「森友・加計問題と安倍内閣ー菅官房長官の記者会見に臨んでー」  
                講演：望月衣塑子さん（東京しんぶん・記者）於・多賀城市文化センター大ホール 協力費700円 

 

＊  
＊参加費無料 

 
女性ネットみやぎは、これまで、講演会や映画上映を通じて、再生可能

エネルギーの世界的な動向や日本の現状について、学んできました。 

電力小売りの自由化や自然エネルギーによる発電への参加など、私たち

にもさまざまな勧誘やお誘いがあって、考えることが多くなっていませんか？ 

今回は、みやぎ生協がとりくんでいる電力小売りや再生可能エネルギーへ

のとりくみについて、みやぎ生協のエネルギー事業部部長・コープ東北サンネ

ット事業連合エネルギー事業本部長の矢野敏昭さんからお話ししていただ

きます。今、原発 STOP！を願う私たちにできることは何か？をごいっしょに

考え、日頃の疑問や心配の解決に役立つことと思います。 
 

 

宮城県母親大会実行委員会の知事交渉から   
 

女  

 

：女性ネットの ◆放射能汚染ゴミ焼却
本田さんは、8000 ベクレル以下の汚染廃棄 
物焼却処分をやめるように求めました。 
燃やして放射能をばらまき、汚染を広げるの 

ではなく、管理集約して保管し、常時監視する 
方式に切り替えて下さい。放射能による健康被 
害は子どもが大きく、低濃度でも人体の細胞を 
傷つけ続け数十年後先の発症の可能性もある。 
そのことに県は最後まで責任を持てますか。すき込 
み埋め込みなどの簡単な処分をすれば農業にまた 
風評被害をもたらす。住民の声を聴き、国任せ 
でない県の具体的な検討提案を求めました。 
➜酒井課長は「8000 ベクレル以下は通常処 
理で大丈夫。空に撒き散らしていないことを確認 
して進めたい。灰にしたらそれは土で覆うので放射
能は出ない。集約管理できる場所はない。」と。 

 

 

：女川町高野和子さん◆女川原発
は、原発は危険だと長い間運動してき

て、東北電力に要求して４ｍ掘り下げさ

せたことが今回の津波での被害を大きくし

なかったことを知事は知っていますか？県

民の 7割が反対している女川原発の再

稼動は絶対認められません。原発は廃炉

しかありません、と強く訴えました。 

➜村井知事は、「国が、原発をベースロ

ード電源と位置づけており、県としてはそ

れが間違っているとは言えない。県も、独

自に有識者に広く協議してもらっている。

国からボールを投げられた段階で県として

の考えを決めていくことになる。」など、これ
まで通りの回答に終始しました。 

2017 年 12 月に開催した第 57

回宮城県母親大会での大会宣言や

決議、分科会で話し合った申し合わ

せなどをまとめ、知事部局には 27 項

目の要請書を提出しました。交渉に

は、県内各地から 61名が参加し、回

答を注視していました。県からの回答

は国頼みばかりで、誠実な検討姿勢
は伝わってきませんでした。 

 

http://miyaginonuke.blog.fc2.com/blog-entry-553.html

